
　

１
７
１
７
年
、
常
陸
国
多
賀
郡
赤
浜
村（
現
在
の
高
萩
市
）の
農
家
に
生

ま
れ
る
。幼
く
し
て
父
母
を
失
い
継
母
の
手
で
育
て
ら
れ
た
14
歳
の
こ
ろ
、

鈴
木
松し
ょ
う

江こ
う（

玄
淳
）に
つ
い
て
学
問
や
詩
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。そ
の
後
、

水
戸
の
学
者
で
あ
る
名な

越ご
え

南な
ん
け
い渓

に
学
び
学
問
研
究
に
励
む
と
同
時
に
、
貧

困
者
や
病
人
な
ど
を
救
う
た
め
に
活
躍
し
、地
域
の
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
。

　

赤
水
52
歳
の
と
き
、
水
戸
藩
か
ら
学
問
の
功
績
に
よ
っ
て
郷ご
う

士し

格
に
列

せ
ら
れ
る
。
後
に
、
61
歳
の
時
、
水
戸
藩
主
徳
川
治は
る

保も
り

の
侍じ

講こ
う

と
な
り
、

江
戸
小
石
川
に
勤
め
た
。
一
農
民
か
ら
侍
講
と
な
っ
た
者
は
例
の
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

赤
水
の
功
績
と
し
て
と
く
に
有
名
な
の
が
、
１
７
７
９
年
に
完
成
、
翌

年
の
春
に
刊
行
し
た
『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
で
あ
る
。
地
図
の
正

確
さ
と
詳
細
さ
、便
利
さ
が
喜
ば
れ
、長
い
間
多
く
の
人
々
に
役
立
っ
た
。

ま
さ
に
、
近
代
的
な
日
本
地
図
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
藩
主
の
命
に
よ
り
、
徳
川
光
圀
が
編
纂
を
始
め
た
「
大
日
本

史
」
の
「
地
理
志
」
執
筆
に
あ
た
り
、
81
歳
ま
で
そ
の
完
成
に
努
力
し
、

１
８
０
１
年
赤
浜
村
で
85
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
赤
水
の
学
者
と
し
て
の

功
績
・
努
力
は
、
郷
土
の
先
人
と
し
て
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

�

（『
と
し
ょ
か
ん
だ
よ
り
』
２
０
０
１
年
４
月
号　

シ
リ
ー
ズ
郷
土
の
先
人　
『
長
久
保
赤
水
』
よ
り
）

　長久保赤水関連資料 693 点の国重要文化財指定が決まる。この資料群は、長久保赤水の
子孫にあたる複数の家などに伝来した赤水手沢の一括資料で、地図・絵画類 84点、文書・
記録類 279 点、典籍類 274 点、書画・器物類 56点から構成される。
　赤水の学問の内容、交友関係、生涯の事績を考える上で最もまとまった資料群で、江戸中
後期の文化史、地図史等の学術的な研究上に価値が高い。

20年以上の歳月をかけて作成した『改製日本分里図』は生々しい修正痕が残り、
長久保赤水の「汗と英知の結晶」であることがわかる。

▼「赤水図」の原図　明和５（1768）年

　小宮山楓軒の「懐宝日記」には、【伊能忠敬は幕府の命令で日本地図を製作
している。人に話して「私は諸州を歩き回って実測で地図を作ったが、非常に
難しいと感じる。水戸の長久保赤水が居ながらにして地図を作れたことには、
非常に感心する」と書いている。】さらに「江戸日記」や「測量日記」に【忠
敬も赤水図を所持しており、測量にも携帯して随時参照している】とあります。

　長久保赤水は、明治 44年 6月 1日に、日本地図や大日本史地理志稿編纂な
どの功績で、従四位を贈られました。時の内閣総理大臣は桂太郎でした。松平
昭訓、貝原益軒、塙保己一、桂川甫周、大槻玄澤、柴野彦輔などと並んで、５
番目に長久保源五兵衛（赤水）の名前があります。この時の追贈者は全部で
13名でした。

　浦賀にペリー艦隊が来た時も、伊能図は江戸幕府の秘図のため、ごく限られ
た幕府要人しか見ることができず、明治初年まで一般人は利用できませんでし
た。このため、萩の松下村塾をはじめ全国の藩校で使われていたのは、赤水の
日本地図、中国地図、世界地図、中国歴史図帳でした。江戸時代の人々に、日
本が世界のどこにあり、今自分が日本のどこに立っているかを教えてくれた地
図です。幕末の黎明期に、諸外国が日本を植民地化しようと押し寄せて来た時
に、日本を救ったのが赤水図なのです。

　赤水は地図に天文学の知識を取り入れ、初めて経緯線の入った日本地図を発
刊し大衆化しました。最大の特徴は実用性です。多くの情報を収集し、学問的
に考証に考証を重ねた編集図です。若い時から和漢の天文・地理の書に精通し、
木村蒹葭堂や古川古松軒など幅広い交友関係があったので、正確で詳細な地図
が作れたのです。

　日本地図といえば伊能忠敬を思い浮かべる人が多いようですが、伊能図は幕
府により秘蔵され、実は江戸時代には庶民の目には触れなかったのです。これ
に対し、長久保赤水の赤水図は、江戸時代末期までの約 100 年間ベストセラー
となり、吉田松陰も愛用したと言われています。明治維新のエネルギーは、こ
の赤水図をもとに生まれたとも言えます。

参考文献：長久保片雲 1978 『地政学者 長久保赤水伝』暁印書館） マンガ『長久保赤水物語』（長久保赤水顕彰会発行）より
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七
月
二
十
三
日
、
死
去

「
隠
密
兵
策
、
赤
水
老
兵
法
」
を
著
す
。『
東
奥
紀
行
』
出
版
。

三
月
二
十
八
日
、
藩
主
治
保
が
赤
水
の
松
月
亭
に
お
立
ち
寄
り
に

な
る
。

八
月
一
日
赤
水
、
退
官
す
る
。

高
山
彦
九
郎
、
赤
水
の
も
と
を
訪
れ
、
東
北
地
方
に
旅
立
つ
。

「
唐
土
州
郡
沿
革
図
」
完
成
。
歴
史
教
科
書
の
歴
史
付
図
の
原
型

と
な
る
「
古
今
歴
代
沿
革
地
図
」
作
成
。
神
武
か
ら
江
戸
ま
で
の

変
遷
図
を
描
き
、
大
流
行
を
呼
ぶ
。

藩
主
治
保
の
特
命
に
よ
り
、『
大
日
本
史
地
理
志
』
編
纂
に
従
事

す
る
。

「
改
正
地
球
万
国
全
図
」
刊
行
。

高
山
彦
九
郎
た
び
た
び
来
訪
す
る
。

「
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
を
大
坂
の
書
店
よ
り
刊
行
。（
刊
行

さ
れ
た
日
本
図
と
し
て
は
初
め
て
の
経
緯
線
入
り
の
地
図
）

「
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
が
完
成
。

「
農
民
疾
苦
」
の
上
書
を
藩
主
に
提
出
。

藩
主
治
保
の
侍
講
と
な
る
。江
戸
小
石
川
の
水
戸
藩
邸
に
移
る
。

二
月
、
高
山
彦
九
郎
と
会
う
。

三
月
、「
新
刻
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
が
柴
野
栗
山
の
序
を
得
て

完
成
。

五
月
、
赤
浜
帰
郷
。

二
月
、
京
都
大
坂
に
旅
す
る
。

十
一
月
、
大
坂
に
て
『
天
象
管
闚
鈔
』
を
著
す
。
京
都
に
て
輸
入

禁
書
『
職
方
外
記
』
を
転
写
。

十
月
、『
芻
蕘
談
』
を
著
す
。

「
改
製
日
本
分
里
図
」（
緯
度
を
記
入
し
た
地
図
）を
作
成
す
る
。

九
月
、
磯
原
村
庄
屋
と
し
て
、
長
崎
行
の
役
を
水
戸
藩
よ
り
下
命

さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
漂
流
民
の
引
き
取
り
の
た
め
赤
浜
村
を
出
る
。

十
二
月
、
務
め
を
果
た
し
帰
宅
。

十
月
、
磯
原
村
（
現
北
茨
城
市
）
の
姫
宮
丸
が
遭
難
し
、
ベ
ト
ナ

ム
に
漂
着
す
る
。

七
月
、
東
奥
の
旅
に
出
る
。
磁
石
を
用
い
計
測
す
る
。
仙
台
、
松

島
宮
古
、
芭
蕉
の
奥
の
細
道
を
歩
い
て
日
本
海
側
へ
出
る
。

鈴
木
玄
淳
及
び
松
岡
七
友
と
共
に
名
越
南
渓
に
師
事
す
る
。

こ
の
こ
ろ
下
手
綱
の
医
者
鈴
木
玄
淳
（
松
岡
）
の
塾
に
通
い
始
め

る
。

松
岡
七
友
の
中
に
入
る
。

長
久
保
赤
水
誕
生
。

赤
水
偉
業
の
背
景

関係資料693点が国民の財産に

江戸の地図
男！！

長久保赤水

長久保赤水
国の重要文化財
指定が決まる

改
かい

製
せい

日
に

本
ほん

分
ぶん

里
り

図
ず

（1717 ～ 1801）

N A G A K U B O 　●  S E K I S U I

祝

　この度、「長久保赤水関係資料」693 点が、国の文化審議
会の答申を受け、国指定重要文化財に指定される運びとなり
ましたことを、心からお祝い申し上げます。本資料の学術的
価値が高く評価されましたことは、これまで永きにわたり保
存と活用に熱心に取り組まれた長久保赤水顕彰会をはじめ関
係者の皆様のたゆまぬご努力の賜物であり、深く敬意を表す
る次第です。
　本県では、平成 29 年１月に、「長久保赤水関係資料」を、
赤水の地図製作過程ならびに天文学等の解明に係る学術的価
値がきわめて高い資料群として、茨城県指定有形文化財（歴
史資料）に指定いたしました。
　この度、本資料が国指定重要文化財に指定されることで、
長久保赤水の人となりや功績が全国の方々により深くご理解
いただけますことや、県民の皆様の郷土に対する愛着や誇り
がより一層育まれますことを期待しております。最後に、長
久保赤水顕彰会の更なるご発展を祈念いたしまして、お祝い
のご挨拶とさせていただきます。

茨城県知事

大井川　和彦

ご挨拶

　このたび、長久保赤水関係資料が国の重要文化財指定を受
けることとなりました。赤水の郷里である高萩市民の一人と
して誠に誇らしく、嬉しく思います。
　長久保赤水は江戸時代の儒学者です。高萩市赤浜の農家に
生まれ、学才を認められて水戸藩主の侍講（教師）となり、
江戸に勤務するかたわら、地理学・天文学・農政学等多岐の
分野にわたる研究成果を生み出しました。
　これまで本市では、赤水ゆかりの子孫の方々や郷土史家の
方々、長久保赤水顕彰会から資料のご寄贈を受けており、こ
れをもって大変貴重な資料群の所有に至りました。今回の国
重要文化財に指定される資料のほとんどはご寄贈いただいた
ものであります。

高萩市長

大部　勝規

　今後私たちは、国民の財産となります長久保赤水資料の保存と活用を進めてまいりま
す。かつて、赤水が研鑽の成果として発行した日本図は、赤水の没後も版を重ね、国内外
において日本の国土理解に大きな役割を果たしました。私たちも赤水にならい、資料の効
果的な公開を図るとともに、国内外へ赤水の業績を広めてまいりたいと考えております。
　今年度策定しました高萩市観光振興計画では「長久保赤水ゆかりの地PR事業」を、歴
史遺産を周遊する観光づくり事業として位置づけております。本市としては、長久保赤水
について学び、顕彰することで、活気あるまちづくりを進めてまいります。

　長久保赤水顕彰会は、赤水先生の生誕 275 年にあたる平成
4年 11 月 6 日の誕生日に設立されました。
　その後、2017 年の生誕 300 年を経て、今日まで各方面の
皆様方のお力添えをいただきながら、このほど、ようやく、
国の重要文化財指定が決まりました。お世話になりました多
くの皆様方に対し、この場をお借りしてお礼申し上げます。
　また、今後は、「学ぼう赤水を　教科書に載せて　広げよ
う世界へ」「ひよっこの次は『大河ドラマ長久保赤水伝』を
実現しよう！」「長久保赤水記念館の開館」の３本柱を掲げ、
会員一丸となって目指して参ります。
　さらに、今年の 11 月６日には、『赤水図』原寸大レプリカ
【両面刷り】を発行します。このため、現在、クラウドファ

長久保赤水顕彰会会長

佐川　春久

ンディングで寄付金を募っております。なお、10 万円以上ご寄付いただきました企業に
は、レプリカ紙面上に会社名を記入いたします。詳しくは、パソコンやスマートホンで「長
久保赤水　キャンプファイヤー」を、一度検索してください。そして、私どもの活動をご
支援いただければ幸いです。

明治維新エネルギーの起爆剤「赤水図」

松下村塾や全国の藩校で使われた赤水図

伊能忠敬も赤水図を測量にも携帯

世界に通用した日本が誇れる先人、長久保赤水

初めて経緯線の入った日本地図を発刊し大衆化

長
久
保
赤
水
年
表

鈴
木
玄
淳
を
中
心
と
し
た

好
学
な
七
人
が
集
ま
り
、

互
い
に
交
友
を
深
め
研
修

に
励
ん
だ
。
こ
れ
は
常
総

地
方
に
お
い
て
最
も
古
い

庶
民
好
学
の
事
例
で
あ

り
、
高
萩
地
方
だ
け
で
は

な
く
、
水
戸
藩
の
文
運
復

興
の
助
け
に
も
な
っ
た
。

松
岡
七
友

江戸時代の
印刷方法は？

郷土に育まれた赤水

「赤水図」は一世紀にわたり流布

和紙を幾重にも貼り、考証を重ね、胡粉による修正を加えていた

表面には、【赤水図で吉田松陰の「東北遊日記」
の足跡を辿ろう !!】裏面には、【赤水図の変遷】
を掲載。
原図、初版、第 2 版、第 3 版、第 4 版、第 5
版を比較できるＡ３判のレプリカです。
〔制作見本〕 　「長久保赤水顕彰会」では、国の重要文化財指定記念の各種事業展開のため、３月 29日か

らクラウドファンディング「CAMPFIRE（キャンプファイヤー）」において購入型寄付を募っ
ています。「長久保赤水　キャンプファイヤー」で検索または、左のQRコードや以下のUＲ
Ｌから直接プロジェクトページにアクセスいただきぜひご支援をよろしくお願い致します。
https://camp-fire.jp/projects/view/249538

原寸大『赤水図』レプリカ

「赤水図」原寸大レプリカを記念発行！！

◆国の重要文化財指定記念 （再版・両面刷り）

【表面】

【裏面】

磯田道史先生も推薦！
『赤水図』に書かれた「閼

あ か い

伽井嶽
だけ

の龍
りゅう

燈
と う

」
の謎に迫るーー

　赤水は、『赤水図』と呼ばれる『改正日本輿地路程全図』（第
2版）の中に、福島県いわき市の閼伽井嶽の龍燈について記
述を残しています。
　また、『東北南部から近畿図』の地図や紀行文の『東奥紀
行』、さらには、『赤水文章』の中にも、その記述を残してい
ます。なぜ記述を残したのでしょうか？その謎に迫ります。

絵・時崎清　文・夏井芳徳

定価1,000円＋税
Ａ4判変形、80ページ

絵本「りゅうのひかり」

九州南部付近 出雲国付近 丹後国付近 越後国・越中国付近 常陸国付近 下北半島付近

長久保赤水顕彰会事務局
〒 318-0103　高萩市大能 341　　代表　佐川  春久

Ｅメール　　：haruhisasagawa@yahoo.co.jp
ホームページ：http://nagakubosekisui.org/

長久保赤水顕彰会は全国 517 名で活動しています（4月 21日現在）。
国の重要文化財指定記念を機に、会員 1,000 名を目指し会員を募集しております！
また、「通年」の寄付金も募集しております。皆様のご協力をよろしくお願い致します。

顕彰会
会員募集

好評販売中

寄付金募る！「長久保赤水　キャンプファイヤー」で検索！！

令和２年11月6日（赤水の誕生日）発行予定！

スポンサー企業名
の掲載権

高萩・赤水を愛する皆様へ

クラウドファンディング 10万円以
上の法人寄付につきましては、原寸
大『赤水図』レプリカの裏面下側に
企業名が入ります。

10万円で

こちらに企業名を掲載させていただきます

みなさまのご協力
お願い致します

▼

長久保赤水
　自画像


